
日仏伊におけるパーソナルコンピュータの

仕様調査 と動向

黒 田 正治郎

1.目 的

17一



一方、 コンピュータそのものの進展 も加速度的に速 く、次世代CPUで ある

Pentiumは 仕様の発表か ら製品化までが約6ヶ 月であったように、CPUの

発表か ら製品化までの時間が短縮化される傾向が強い。そのため情報化白書な

どにコンピュータに関する調査報告がまとめ られた時点では、市場では既に次

世代に移行 している場合が多 く、正確な実態を把握することができない。そこ

で現時点でのコンピュータ実態を知 り、コンピュータの現状 と今後の発展方向

について考えるために、 日本、フランス、イタリアの3ヶ 国において近年開発

されたCPUを 搭載 したパソコンの規格調査を行った。特にDOSマ シーンと

DOS/Vマ シーンを中心 とした市場調査をおこなった。

2.調 査

1993年9月 において、 日仏伊3ヶ 国の市場において新品 として購入で きる

パーソナルコンピュータ(以 下パソコン)の 仕様を現地調査と誌上調査により

調べた。現地調査を行 った都市は、日本では神戸と大阪、フランスはパ リ、イ

タリアはローマであり、各都市の有名家電店とコンピュータ専門店の店頭で市

場調査を行 った。現地調査では時間と場所の制約があり、目的としているコン

ピュータの市場調査が不十分であるため、補完の意味で誌上調査 も行った。誌

上調査は、各都市の書店、街中のKIOSKや ブックスタン ドなどで購入でき

るコンピュータ専門誌REF1-6)を 中心に行い、また現地調査で収集 したパ ンフ

レットや力タログREF7-8)も 用いた。

3.調 査結果および考察

(1)概要

3ヶ 国での調査の結果、現在市販されているパ ソコンに搭載 されている
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CPUはIntel社 製 の86系 の もの が 多 く、NEC社 、IBM社 を は じめ 、 数10社

の メ ー カ に採 用 され て お り、 次 い でMOTOROLA社 製 の68000系 のCPUが 、

APPLE社 、SHARP社 、COMODOLL社 、ATARI社 の コ ン ピ ュ ー タ に搭

載 され て い た 。 僅 か で はあ るがCyrix社 とAT&T社 のCPUも あ っ た。

3ヶ 国 の 調 査 対 象 総 数 は、Intel社 製 の86系 を 採 用 して い る コ ン ピ ュー タが

742機 種 に 対 して 、86系 以 外 のCPUを 搭 載 して い る コ ン ピ ュー タ の数 は 、62

機 種 で あ っ た。 そ の た あ 今 回 の 調 査 に お い て、CPUは 多 くの メ ー カ に採 用 さ

れ て い るIntel社 製 に限 定 し、 さ らに 商 品 化 さ れ て約5年 以 内 の パ ソ コ ンを選

ん だ 。そ の結 果 、仕 様 の比 較 検 討 は、486DX2(66MHz)、486DX(33MHz)、

486SX(25MHz)、386DX(33MHz)、 さ らに はPentiumな どのCPUを 搭

載 したパ ソ コ ンを対 象 と した。 仕 様 の調 査 は、 次 の 項 目 にっ い て 行 った 。

(2)CPU搭 載 比

図2-1～ 図2-3に 、 デ ス ク トップパ ソ コ ン(以 下 デ ス ク トップ)に 搭 載

され て い るCPUの 比 率 を 国 別 に 分 類 し示 した 。 図2-1が 示 す 日本 の 場 合 、

486DX2:486DX:486SX二386の 比 率 が 約4:2:4:1と な り、 最 新 型 の

CPUで あ るPentium搭 載 機 種 は4機 種 で あ っ た。 調 査 を 行 っ た 時点 で は、

日本 で は486DXか ら486DX2へ の 過 渡 期 で あ る こ と や 、NEC仕 様 の パ ソ

コ ン とDOS/V仕 様 の パ ソ コ ンが 混 在 して い る こ とな どの た め486DX2の 割

合 が 多 くな っ た。 ま たNEC仕 様 の パ ソ コ ンは、 図2-1が 示 す よ うにDOS/

V仕 様 の 約23%と な り、DOS/Vマ シ ー ンの 増 加 が 認 あ られ た 。

一 方 、486SXを 搭 載 す る普 及 機 の 比 率 が486DX2搭 載 機 と ほ ぼ 同程 度 に な

り、486DX2へ の 移 行 と普 及 機 の 拡 充 が 目立 っ 結 果 に な った 。

図2-2は フ ラ ンス に お け る結 果 で あ る。 フ ラ ンス にお い て は486DX2搭

載 の比 率 が他 のCPU搭 載 比 を大 き く上 回 り、全 体 の60%以 上 を 占 あ 、一 世 代

前 の486DXや 二 世 代 前 の386の 使 用 率 の 低 下 が 伺 え る こ とか ら、CPU世 代
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交 代 は 日本 よ り速 い と言 え よ う。 また486SX搭 載 機 は486DX2の 約40%で あ

り、 普 及 機 の 割 合 が 日本 に 比 べ 少 な い こ とか ら、一 般 へ のパ ソ コ ンの 普 及 は 日

本 ほ ど活 発 で は な く、 一 部 の ハ イ エ ン ドユ ー ザ 向 け の高 性 能 機 の 開 発 が 中 心 に

な って い るよ うだ 。

一一一方Pentium搭 載 機 は1機 種 で あ った が
、486DX2の 比 率 か ら考 慮 す る と

今 後 は 増加 す る もの と思 わ れ る。

図2-3は イ タ リア の結 果 を示 す 。486DX2の 比 率 は3ヶ 国 の 中 で最 も小 さ

く25.9%で あ り、Pentium搭 載 機 は 見 い だ せ な か っ た。 反 面486DXの 比 率

が最 も大 き く、386の 比 率 が20%以 上 で あ った 。 この 結 果 は、 高 性 能 のCPU

へ の移 行 や対 応 が 遅 れ て い る こ とを 示 す もの で あ る。

図3-1～ 図33に 、 ラ ップ トップパ ソ コ ン(以 下 ラ ップ トップ)に 搭 載

され て い るCPUの 比 率 を 国 別 に分 類 し示 した 。 図3-1は 日本 にお け る ラ ッ

プ トップ のCPU搭 載 比 を 示 す もの で 、486DX2:486DX:486SX:386の 比

率 は1:1:12:11と な り、 デ ス ク トッ プの 普 及 機 に搭 載 され て い る486SX

と 二世 代 前 の386で 全 体 の90%以hを 占 め て い た。 これ は持 ち運 びを 可 能 に し

た ラ ップ トップ に デ ス ク トップ ほ ど の性 能 を 要求 しな い こ と や、CPUの 消 費

電 力 の 問 題 、CPUの 価 格 に よ る もの と考 え られ る。

図32は フ ラ ンス に お け る結 果 で あ る。CPUの 比 率 が4:1二19:4と

な り、 日本 に比 べ486DX2や486SXの 比 率 が 高 く、386の 比 率 が 低 くな って

い た 。 これ は、 デ ス ク トッ プの 場 合 と同 様 に 高 性 能CPUへ の移 行 が 日本以 上

に進 ん で い る こ とを示 す 結 果 で あ る。

図3-3は イ タ リア に お け る結 果 で あ る。 今 回 の調 査 で は486DX2を 搭 載

したパ ソ コ ンを 見 い だす こと はで きな か った 。 そ の た め386搭 載 割 合が50%以

Lあ り、 次 い で486SX搭 載 機 が 約40%を 占 め 、386、486SX搭 載 機 の 全 体 に

対 す る比 率 は 日本 に 近 い結 果 に な っ た。 ま た 、386機 が486SXを10%以tiも

一ヒ回 って い る こ とか ら、 高 性 能CPUへ の 移 行 が 遅 れ て い る とい え る。
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(3)ラップ トップ対デスク トップ比

調査 日程の制約もあり店頭での展示数調査の制限はあったものの、展示数は

日本において1フ ロアで100台 以上の店舗 もあるのに対 し、フランスでは最大

で約30台 、イタリアでは約5台 であった。一方書籍類における広告量も日本が

他の2ヶ 国の約3倍 以上であるのに対し、フランスやイタリアでは店頭でのカ

タログやパ ンフレット類も少ない。また日本においては旧タイプのパソコンも

新製品発表後 も生産 し、雑誌やカタログにも掲載するため調査総数が多 くなる

傾向がある。フランスでは、旧タイプのパソコンは店頭か らその姿を消 し、雑

誌などにも広告されない場合が多くREF9-10)、 イタリアでは一般にまだ普及 し

ていないため、パソコンの種類も少なく、カタログやパ ンフレット類をあまり

作 らないようだ。そのため、調査結果 と実態の差が大きい可能性がある。

しか し図4が 示す国別のラップ トップ対デスク トップの比率は、調査全般に

対 し、 日本:フ ランス:イ タリアー3:2:1と なり、1991年 のパソコンの総

日本 フ ラン ス イ タ リア

図4:国 別のラ ップ トップ対デス ク トップの比率
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出 荷 代 数231万 台:146万 台:85万 台 に ほぼ 一 致 して い る こ とか らREF11)、 今

回 の 調 査 結 果 と実 態 の 差 は 小 さ い も の と考 え られ る。 こ の 結 果 よ り、 コ ン

ピ ュー タ産 業 が他 国 に比 べ活 発 で あ り、 イ タ リアで は 日本 や フ ラ ンス に比 べ 低

調 で あ る こ とが伺 え る。

図2、 図3よ りCPU周 辺 の新 技 術 の導 入 に 関 して は フ ラ ン スが 速 く、 ラ ッ

プ トップ の生 産 量 や比 率 が高 くな る こ とが 予 想 さ れ るが 、 デ ス ク トップ対 ラ ッ

プ トップ の 比 は、図4よ り 日本 、フラ ンス、 イ タ リア に お い て それ ぞ れ 、8:5,

6:1,2:1と な り、 日本 の ラ ップ トップ の比 率 の高 さが 顕 著 で あ った。 こ

れ は ラ ップ トップ で は 、 パ ソ コ ンそ の もの を小 型 軽 量 に設 計 す る必 要 が あ り、

液 晶 モ ニ タ を 内蔵 す る こ とが 必 須 に な っ て い る。 そ の た め現 在 の液 晶 研 究 レベ

ル と開発 力 の大 きさか ら、 日本 で は ラ ップ トップ製 造 率 が 高 く、 フ ラ ンス に お

い て は デ ス ク トップ が 主 流 に な って い る も の と思 わ れ る。 ま た イ タ リア で は

ラ ップ トップの 比 率 が 約 半 数 近 くあ る もの の 、 絶 対 数 が 小 さ い結 果 で あ っ た。

(4)価格

図5は 、 国 別 、CPU別 のパ ソ コ ンの 価 格 で あ る。 価 格 は、1993年9月10日

の 為替 レー トで あ る1F=19.33円 、100L-7.2円 と生 計 費 に 基 づ く総 合 的 な 小

売 物 価 比 較REF12)よ り調 査 価 格 か ら円 に換 算 した 。486DX2を 搭 載 機 の 価 格 を

1と した 場 合 の デ ス ク トップ の 価 格 比 は 、 日本 で は2.08:1:0.68:0.58、

フ ラ ンス で は2.01二1:0.65:0.51、 イ タ リア で は0:1:0.63:0.53と な

り、 ほ ぼ 同 一 の価 格 比 に な った 。 特 にPentium搭 載 機 は、CPUの 発 表 後 間

もな い た め機 種 も少 な く、 その 価 格 は 日仏 共 に現 在 の デ ス ク トップ標 準 で あ る

486DX2搭 載 機 の約 倍 額 に な って い た 。

一一方
、486DX搭 載 の ラ ップ トップで は 、 カ ラー 液 晶 モ ニ タ を 標 準 装 備 した

もの が95%以 上 で あ った た め 、 そ の 価 格 は486DX搭 載 の デ ス ク トップ に 比 べ

高 額 で あ った。
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図8:パ ソコン本体価格とHDD容 量、RAM容 量の関係

一方本体価格10万 円あたりのRAMの 容量は図8よ り、それぞれ0.65MB、

2.98MB、3.5MBと なり、日本市場のものは割高感が顕著である。これは日本

では多数のRAMが 電子機器や玩具などに使用され るため、HDDに 比べ品

薄 となり割高な部品になったたあである。そのため内蔵容量は他国に比べ少な

く、価格に比例 しない結果になったものと思われる。

(8)FDD搭 載台数

図9～1～ 図9-3は 、デスク トップに搭載されているFDDの 台数を調査

した結果である。図9-1の 日本市場を除 き、FDDを2台 以上搭載する場合

はまれで、標準的なパソコンでは1台 であることが分かった。 これは一世代前

ではFDDを 中心としたパソコンシステムが主流であったが、HDDの 価格低

下 とは逆に容量が増加す ることによ り、FDDに 比べ高速で読み書 きのでき

るHDDを 中心としたシステムへの移行が起 こったことを示す結果である。
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そのため、FDDを1台 搭載するパソコンに搭載 されるHDDは 大容量になり、

FDDは 主にアプリケーションをHDDに 組み込むために使用されると解釈さ

れる。

ラップ トップの場合はより小さく製品化する方向付けがあるため、日仏伊に

おいてそれぞれ、1.ユ台、 ユ台、1台 とな り、FDDの 標準搭載台数 はほぼ1

台である結果をえた。

(9)FDD搭 載比

図10-1～ 図10-3は 、デスク トップに搭載されているFDDの 種類を調査

した結果である。搭載されているFDDの 種類は、5イ ンチと3.5イ ンチの2

種類だけであり、3ヶ 国での比率は、3:1,4:1,14:1で あった。 日本

とフランスで5イ ンチの搭載が25%～30%程 度確認されたが、5イ ンチFDD

を搭載するデスク トップの店頭における展示数の少なさや、「5イ ンチFDD

はオプションで追加可能」、もしくは 「希望により5イ ンチFDDへ 変更可能」

という雑誌やカタログ等の記載内容を考慮すると、今後デスク トップに搭載さ

れる3.5イ ンチFDDの 比率はさらに増 し、5イ ンチは既存のデータを読むた

めだけに利用する補助装置になると考え られる。

一方ラップ トップにおいては、日本市場で数機種において搭載 もしくは搭載

可能であることを除けば、5イ ンチ搭載の機種はなかった。

(8)、(9)の結果は現時点の主流はすでに3.5イ ンチであり、近い将来5イ ンチ

の使用はさらに減少 し、今後のパソコンには、3.5イ ンチのFDDを1台 搭載

することが標準になると予想される。

⑩ ビデオ解像度

図11-1～ 図11-3は 、デスク トップの ビデオ表示能力を示す ものである。

ビデオ表示能力は国際的な統一規格がな く、各メーカ独自の使用になっている
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た め に 、 単 純 に そ の 仕 様 を比 較 す る こ と は難 しい。 そ こでDOS/Vの 一 般 的

な 規 格 を 参 考 に し、 解 像 度 の 基 準 を 次 の よ うに3つ に 分 類 した 。1280ク ラ ス

は、 解 像 度1600*1200、1280*1024、1280*960、1120*750と し、1024ク ラ ス

は、1024*768、800*600、640ク ラ ス は640*480、640*400と した 。

図11-1が 示 す 日本 市場 の 場 合 、DOS/V規 格 が誕 生 す る前 で は、NEC規

格 の 横 方 向 の解 像 度1120と640ド ッ トの2種 類 だ けで あ った もの が 、 現 在 で は

1024ク ラ スが 増 え3種 類 に分 類 され た。1024ク ラ ス以 上 を 高分 解 能 とす れ ば 、

日本 、 フラ ンスで80%以 上 が 、 また図11-3の 示 す イ タ リア にお い て は約75%が

高 分 解 能 の 表 示 が 可能 に な って い る。 今 後WindowsやWindows-NTと

い った グ ラ フ ィ カ ル イ ン ター フ ェ イ ス を必 要 とす るOSの 普 及 や 、WYISYW

YGを 可 能 とす る各 種 ア プ リケ ー シ ョ ンの 開 発 に伴 い 、1280ク ラ スの 増 加 とよ

り高 解 像 度 な ビデオ 表 示 能 力 が 要 求 され る もの と思 われ る。

(ll>Pentium対 応

今 日のパ ソ コ ンに は 、 現 在搭 載 して あ るCPUよ り も高 性 能 なCPUのODP

を 装 着 す る こ と によ り、性 能 を 現 在 よ り も向上 させ る こ とが で き る機 種 が あ る。

現 在 主 流 に な りつ っ あ る486DX2搭 載 機 に お い て も、 次 世 代 のPentiumの

ODPで あ るP24Tに 対 応 で き るよ うに設 計 され た もの が あ り、 そ の 対 応 の 速

さは 高 性 能CPUへ の移 行 速 度 を 示 す と と もに現 行 の パ ソ コ ンの 寿 命 を 決 め る

要 素 とな る。 ま た、 今 後 の パ ソ コ ンの 動 向 を 知 る こ とが で き る。P24Tへ の 対

応 は 、雑 誌 とカ タ ロ グに よ り調 査 した 。 そ の 結 果486DX2搭 載 機 の 中 でP24T

へ の対 応 を 明 記 して い る機 種 は 、 日本 で は19%、 フ ラ ン スで は39%、 イ タ リア

で は 見 い だ せ な か った 。

この 結 果 よ り、 日本 の 高 性 能 機 で は486DX2へ の 移 行 が 約 半 年 か ら1年 で

起 こ り、 後 にPentiumへ 移 行 す る もの と思 わ れ る。 一方 フ ラ ン ス に お い て

は 、 現 在 そ の 供 給 量 が 十 分 で な いPentiumの 出荷 数 が 安 定 す れ ば 、約 半 年 で

32-一





移行が始まり、イタリアではCPUの 供給量よりも、今後のコンピュータ産業

の動向に大きく依存するものと思われる。

近い将来Pentium搭 載機が標準機になる場合には、RAMは16MB以 上、

HDDは500MB以 上を搭載することになると予想される。

4.総 結

短期間で しかも限定された地域でのCPUを 中心に行った調査であったたあ、

市販されているパ ソコ ンのすべてを網羅 しているとは考え られないが、調

査の範囲か らもCPUの 高性能化に伴 うコンピュータの変革は、フランス、 日

本、イタリアの順に起 こり、また技術成熟に伴 う製品化の多様さは、 日本、フ

ランス、イタリアの順であることが判明 した。さらに日本には、外国の仕様と

は異なる独自の機能を持ち、数万種類のアプリケーションが動作する国産のパ

ソコンがあるため、市場の多様性が他国より高いことが確認された。 しか し今

後は、Windowsな どのOSの 普及や汎用性の拡充に伴い、その特色は薄れる

傾向を示すであろう。また、同時に安価な外国製の機種の台頭により日本市場

は大きく変貌すると予想される。その中で、日本市場でのパソコンは、多様性

を保ちっっ、高性能化、ダウンサイジング、低価格を目指 した商品開発の問題

を抱えている。
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